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テーマに合った写真を入れてください
（スライドマスターより編集可）

トヨタ紡織の森づくり活動
～NGOと共に歩んだグローバル植樹の取り組み～

2023.3.8 トヨタ紡織株式会社 総務部 髙井 智幸

「トヨタ紡織グループ『環境の森』」ブロモ・インドネシア」植樹体験ツアー(2008年)
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トヨタ紡織について

2018
豊田紡織株式会社
創業から100年

1918.1
創業

豊田紡織(株)

1942.3
合併・社名変更

中央紡績(株)

1950.5
設立

民成紡績(株)

1967.8
社名変更

豊田紡織(株)

2004.10
合併・社名変更

トヨタ紡織(株)

1950
分離独立

1937 設立
トヨタ自動車工業(株)

1926 設立
(株)豊田自動織機製作所

•タカニチ㈱
•アラコ㈱
•豊田紡織(株)
3社合併

1943
吸収合併

1947 設立
アラコ(株)
内装事業

1960.12 設立
タカニチ(株)

トヨタ自動車(株)

(株)豊田自動織機

沿革 HISTORY

創業者
豊田佐吉

G型自動織機
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トヨタ紡織について
インテリアスペースクリエイターとして
お客さまに安全・環境を前提に、
快適を追求した製品をお届けするために

システムサプライヤーとして空間全体、すなわちモビ
リティー内の構成要素を1つのパッケージとしてイン
テグレート。安全・環境を前提に、快適を追求した空
間を実現するためのソリューションを提供し、「イン
テリアスペースクリエイター」として新しい価値を生
み出していきます。

社員数

52,041人

会社数（トヨタ紡織含む）

93社

売上収益（連結）

14,214億円

営業利益

602億円

Interior & Exterior Unit ComponentsSeat

2022年３月時点の情報です
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トヨタ紡織グループ 環境方針

トヨタ紡織の
環境取り組み体系

生物多様性基本方針（2011年11月3日制定）
トヨタ紡織グループは、生物多様性の保全と自然資源の持続可能な利用を目
指し、事業活動全体で生物多様性に及ぼす影響の低減に努めるとともに、生物
多様性保全に資する環境技術の可能性を追求し、自然と共生する社会の実現
に貢献します。

基本理念

地球環境憲章

生物多様性基本方針

2050年環境ビジョン

2025年環境取り組みプラン

■行動指針 （一部記載省略）

１．自然を活かす（環境技術の追求）
２．自然との共生（事業活動に伴う影響の配慮）

３．自然を育む（社会との連携・協力）
・社員の生物多様性への意識高揚と自主的な行動の促進
・行政・地域社会・NGOとの連携を通じたグローバルでの森づくりなど
生物多様性を育む社会づくりへの貢献

４．情報の共有（情報の発信・公開）
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トヨタ紡織の森づくり活動の考え方

トヨタ紡織の
森づくり

植える

地域と
共に育てる

6 / **

トヨタ紡織の森づくり活動

2006 2007 2008 2009 2010 2011

インドネシア トヨタ紡織インドネシア 日本 日本

タイ 日本 日本

トヨタ紡織 トヨタ紡織滋賀

トヨタ紡織タイグループ トヨタ紡織九州 トヨタ紡織東北

環境の森「ブロモ」 環境の森「加子母」（岐阜・中津川市） 環境の森「青土」（滋賀・土山町）

グループ6社共同植林活動 環境の森「脊振」（佐賀・神埼市） 環境の森「大衡」（宮城・大衡村）

2006年8月～
活動面積：160ha

2008年1月～
活動面積：7ha

2011年1月～
活動面積：71.8ha

2006年11月～
活動面積：3.2ha

2009年1月～
活動面積：2.7ha

2009年8月～
活動面積：15ha



7 / **

2050年環境ビジョン
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トヨタ紡織の森づくり活動（インドネシア）
■プロジェクト概要
【場所】インドネシア 東ジャワ州 ブロモ・テンゲル・セメル国立公園

約800km

インドネシア ジャワ島

予定地域
標高：約2,200m
総面積：2,000ha

トヨタ紡織 Abadi Barindo Autotech（現：トヨタ紡織インドネシア）
　

JIFPRO インドネシア林業省 BTSNP（※）
　・現地との調整 　・現地側実施責任者 ・植林管理
　・プロジェクト管理 ・技術指導
　・BTSNP,NGO,地域住民 ・教育活動サポート
　　への教育、技術指導等

現地NGO/NPO ・植林作業
・BTSNPと協力して
　地域住民への環境教育

※：BTSNP＝ブロモ・テンゲル・セメル国立公園管理事務所

地域住民

《日本》 《インドネシア》

植樹費用レポート

連携

【活動面積】160ha

【協定期間】2006年8月～2011年3月（5年間）

【活動体制】

ジャカルタ
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トヨタ紡織の森づくり活動（インドネシア）

現地下見(2006年3月) 契約・調印(2006年7月) 植樹セレモニー(2006年12月)

クロージングセレモニー
(2012年3月)

生育状況確認
(2008年6月)

JIFPRO研修(2007年2月)

植樹体験ツアー
（2008年1～2月）
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活動範囲の拡大

地域のニーズに沿った活動を実施
2006年度～2017年度

A-1
工場内緑化
工場・事業所

A-2
周辺地域での植樹

森林整備

A-3
国や地域を超えた

植樹活動

2018年度以降
活動の範囲をグローバルに拡大

学校・公園・街路・里山・林地 等 グローバル連携活動

従業員参加 地域行政・周辺住民
ローカル外部団体・NGO グローバル外部団体

NGO

日本

北米
欧州

中国

ｱｾｱﾝ

中南米
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国・地域を超えた植樹活動

中国
内モンゴル自治区の砂漠化防止活動

①トヨタ紡織グループ（日本15社）
2019年7月～2022年3月
植樹本数： 19,373本

②豊田紡織（中国）グループ（13社）
2013年～
植樹本数：106,200本

ベトナム
植樹による飛砂防止活動

トヨタ紡織グループ（日本3社）
トヨタ紡織ハノイ
トヨタ紡織ハイフォン

2019年11月～
植樹本数：56,000本

ブラジル
アマゾンの熱帯林再生活動

トヨタ紡織アメリカグループ（8社11拠点）
2019年10月～2022年9月
植樹本数：22,500本※ ※算出値
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【協定期間】
2019年度～2023年度：植樹およびメンテナンス活動
2024年度～2025年度：メンテナンス活動（育成・保育)

JIFPROとの協働活動 ー ベトナム・フエ省熱帯林修復 植樹活動
■プロジェクト概要
【場所】ベトナム フエ省 フォン ディエン県 フォン ヒェン コミューン

【活動面積】 35ha（7万本）
【活動体制】

トヨタ紡織
トヨタ紡織東北
トヨタ紡織九州

JIFPRO ベトナム政府
　・現地との調整 　・中央行政
　・プロジェクト管理 　　林業プロジェクト委員会

　・現地行政 ・植林作業
　　フエ省農業農村開発局

地域住民

《ベトナム》《日本》

トヨタ紡織ハノイ
トヨタ紡織ハイフォン

植樹費用レポート

植樹費用

ハノイ

ホーチミン
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JIFPROとの協働活動ーベトナム・フエ省熱帯林修復 植樹活動

（12月頃）

2020年 2021年

（1月～2月頃）
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《ご参考》中国での植樹活動
【中国】内モンゴル自治区の砂漠化防止活動
《活動地域》
内モンゴル自治区トングリ砂漠
《活動期間》
トヨタ紡織
：2019年7月～2022年3月
豊田紡織（中国）
：TBCH：2013年～

《活動面積》
24.8 ha (19,373本）
《協力団体》
中国緑化基金会

北京

上海

2019年5月開催 豊田紡織中国グループ 植樹ツアー

右：陳蓬 中国緑化基金会副主席兼秘書長
左：弊社会長 豊田周平
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《活動地域》
パラー州 ジングー川流域
《活動期間》
トヨタ紡織アメリカ
：2019年10月～2022年9月
《活動面積》

9 ha (22,500本※）※算出値
《協力団体》

Conservation International

《ご参考》ブラジルでの植樹活動
【ブラジル】アマゾン熱帯林の再生活動

ブラジリア

サンパウロ

©Conservation International/Photo by Inaê Brandão

① 在来種の種子の収穫 ② 種子の混合・撹拌

③ 種蒔き ④ 植樹後の経過観察

Muvuca(ムブカ)による植樹 ※これらの写真はイメージで、実際の活動の様子ではありません。
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課題・今後の方向性

トヨタ紡織
の森づくり

植える

地域と
共に育てる

《成果》

《課題》

進行している地球環境の悪化を
少しでも食い止めること。

現地訪問ができていない
（コロナ禍）

地域の方達の困りごとを見聞きし、
本当に必要な支援をしていきたい。
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ご清聴ありがとうございました


